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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月13日(2014.3.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセス・ノードが実行するワイヤレス通信の方法であって、
　複数のマクロ基地局の間の動作周波数帯域における最大受信信号強度を決定することと
、
　前記複数のマクロ基地局からの前記動作周波数帯域における総受信信号強度を決定する
ことと、
　前記決定最大受信信号強度および前記総受信信号強度に基づいて、前記アクセス・ノー
ドのための前記動作周波数帯域における最大送信電力値を決定することと、なお、前記ア
クセス・ノードは、同じ動作周波数帯域で、信号を受信し、信号を送信する、
　を備える方法。
【請求項２】
　ノードからのパイロット信号と関連する受信パイロット信号強度を決定することをさら
に備え、前記最大送信電力値の決定は、さらに前記決定された受信パイロット信号強度に
基づく、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記受信パイロット信号強度の前記決定は、前記複数のマクロ基地局からパイロット信
号を受信することと、前記パイロット信号のどれが最高受信信号強度を有するかを決定す
ることとを備え、
　前記決定された受信パイロット信号強度は、前記最高受信信号強度に対応する、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記最大送信電力値は、基地局のダウンリンク送信電力値を備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　前記アクセス・ノードは、前記動作周波数帯域における同じ周波数上で、信号を受信し
、信号を送信する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　所定の限界に基づいて前記最大送信電力値を制限することをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記最大送信電力値は、第１の予備最大送信電力値を備え、前記方法は、
　少なくとも一つの他の予備最大送信電力値を決定することと、
　前記第１および少なくとも一つの他の予備最大送信電力値の最小値に基づいて最大送信
電力値を決定することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記最大送信電力値は、フェムト・ノードまたはピコ・ノードのために決定される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記最大送信電力値が決定される前記アクセス・ノードのカバレッジ・エリア内にノー
ドがあるかどうかを決定することと、
　前記ノードが前記カバレッジ・エリア内にあるかどうかの前記決定に基づいて前記決定
最大送信電力値を調整することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記アクセス・ノードは、同じ周波数領域上のフォワードおよびリバース・リンク送信
で時分割二重化をサポートする、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　受信器における、複数のマクロ基地局の間の動作周波数帯域における最大受信信号強度
を決定するように構成された受信信号強度決定器と、
　前記複数のマクロ基地局からの前記動作周波数帯域における総受信信号強度を決定する
ように構成された総受信信号強度決定器と、
　前記受信器における前記決定された最大受信信号強度および前記決定総受信信号強度に
基づいて、アクセス・ノードのための前記動作周波数帯域における最大送信電力値を決定
するように構成された送信電力制御器と、なお、前記アクセス・ノードは、同じ動作周波
数帯域で、信号を受信し、信号を送信する、
　を備えるワイヤレス通信のための装置。
【請求項１２】
　前記受信信号強度決定器は、ノードからのパイロット信号と関連する受信パイロット信
号強度を決定するようにさら構成され、前記送信電力制御器は、前記決定された受信パイ
ロット信号強度にさらに基づいて前記最大送信電力値を決定するようにさらに構成される
、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記受信パイロット信号強度の前記決定は、前記複数のマクロ基地局からパイロット信
号を受信し、前記パイロット信号のどれが最高受信信号強度を有するかを決定すること、
を備え、
　前記決定された受信パイロット信号強度は、前記最高受信信号強度に対応する、
　請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記最大送信電力値は、基地局のダウンリンク送信電力値を備える、
　請求項１１に記載の装置。



(3) JP 2014-3680 A5 2014.5.1

【請求項１５】
　前記アクセス・ノードは、前記動作周波数帯域における同じ周波数上で、信号を受信し
、信号を送信する、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
　所定の限界に基づいて前記最大送信電力値を制限するように構成された限界決定器をさ
らに備える、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
　前記最大送信電力値は、第１の予備最大送信電力値を備え、前記送信電力制御器は、
　少なくとも一つの他の予備最大送信電力値を決定し、
　前記第１および少なくとも一つの他の予備最大送信電力値の最小値に基づいて最大送信
電力値を決定する、
　ようにさらに構成される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１８】
　前記最大送信電力値は、フェムト・ノードまたはピコ・ノードのために決定される、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１９】
　前記最大送信電力値が決定される前記アクセス・ノードのカバレッジ・エリア内にノー
ドがあるかどうかを決定するように構成されたノード検出器と、
　前記ノードが前記カバレッジ・エリア内にあるかどうかの決定に基づいて前記決定最大
送信電力値を調整するようにさらに構成された前記送信電力制御器と、
　をさらに備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項２０】
　前記アクセス・ノードは、同じ周波数領域上のフォワードおよびリバース・リンク送信
で時分割二重化をサポートする、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項２１】
　複数のマクロ基地局の間の動作周波数帯域における最大受信信号強度を決定するための
手段と、
　前記複数のマクロ基地局からの前記動作周波数帯域における総受信信号強度を決定する
ための手段と、
　前記決定最大受信信号強度および前記総受信信号強度に基づいて、アクセス・ノードの
ための前記動作周波数帯域における最大送信電力値を決定するための手段と、なお、前記
アクセス・ノードは、同じ動作周波数帯域で、信号を受信し、信号を送信する、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２２】
　ノードからのパイロット信号と関連する受信パイロット信号強度を決定するための手段
をさらに備え、前記最大送信電力値の前記決定は、前記決定された受信パイロット信号強
度にさらに基づく、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記受信パイロット信号強度の前記決定は、前記複数のマクロ基地局からパイロット信
号を受信するための手段と、前記パイロット信号のどれが最高受信信号強度を有するかを
決定するための手段と、を備え、
　前記決定された受信パイロット信号強度は、前記最高受信信号強度に対応する、
　請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記最大送信電力値は、基地局のダウンリンク送信電力値を備える、
　請求項２１に記載の装置。
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【請求項２５】
　前記アクセス・ノードは、前記動作周波数帯域における同じ周波数上で、信号を受信し
、信号を送信する、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２６】
　所定の限界に基づいて前記最大送信電力値を制限するための手段をさらに備える、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２７】
　前記最大送信電力値は、第１の予備最大送信電力値を備え、前記装置は、
　少なくとも一つの他の予備最大送信電力値を決定するための手段と、
　前記第１および少なくとも一つの他の予備最大送信電力値の最小値に基づいて最大送信
電力値を決定するための手段と、
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２８】
　前記最大送信電力値は、フェムト・ノードまたはピコ・ノードについて決定される、請
求項２１に記載の装置。
【請求項２９】
　前記最大送信電力値が決定されるための前記アクセス・ノードのカバレッジ・エリア内
にノードがあるかどうかを決定するための手段と、
　前記ノードが前記カバレッジ・エリア内にあるかどうかの決定に基づいて前記決定最大
送信電力値を調整するための手段と、
　をさらに備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項３０】
　前記アクセス・ノードは、同じ周波数領域上のフォワードおよびリバース・リンク送信
で時分割二重化をサポートする、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項３１】
　複数のマクロ基地局の間の動作周波数帯域における最大受信信号強度を決定し、
　前記複数のマクロ基地局からの前記動作周波数帯域における総受信信号強度を決定し、
　前記決定最大受信信号強度および前記総受信信号強度に基づいて、アクセス・ノードの
ための前記動作周波数帯域における最大送信電力値を決定する、なお、前記アクセス・ノ
ードは、同じ動作周波数帯域で、信号を受信し、信号を送信する、
　ことをコンピュータにもたらすコードを備えるコンピュータ・プログラム。
【請求項３２】
　ノードからのパイロット信号と関連する受信パイロット信号強度を決定することを前記
コンピュータにもたらすコードをさらに備え、前記最大送信電力値の決定は、前記決定さ
れた受信パイロット信号強度にさらに基づく、
　請求項３１に記載のコンピュータ・プログラム。
【請求項３３】
　前記受信パイロット信号強度の前記決定は、前記複数のマクロ基地局からパイロット信
号を受信し、前記パイロット信号のどれが最高受信信号強度を有するかを決定することを
備え、
　前記決定された受信パイロット信号強度は、前記最高受信信号強度に対応する、
　請求項３２に記載のコンピュータ・プログラム。
【請求項３４】
　前記最大送信電力値は、基地局のためのダウンリンク送信電力値を備える、
　請求項３１に記載のコンピュータ・プログラム。
【請求項３５】
　前記アクセス・ノードは、前記動作周波数帯域における同じ周波数上で、信号を受信し
、信号を送信する、
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　請求項３２に記載のコンピュータ・プログラム。
【請求項３６】
　所定の限界に基づいて前記最大送信電力値を制限することを前記コンピュータにもたら
すコードをさらに備える、
　請求項３１に記載のコンピュータ・プログラム。
【請求項３７】
　前記最大送信電力値は、第１の予備最高送信電力値を備え、前記コンピュータ・プログ
ラムは、
　少なくとも一つの他の予備最大送信電力値を決定し、
　前記第１および少なくとも一つの他の予備最大送信電力値の最小値に基づいて最大送信
電力値を決定する、
　ことを前記コンピュータにもたらすコードをさらに備える、請求項３１に記載のコンピ
ュータ・プログラム。
【請求項３８】
　前記最大送信電力値は、フェムト・ノードまたはピコ・ノードのために決定される、請
求項３１記載の前記コンピュータ・プログラム。
【請求項３９】
　前記最大送信電力値が決定される前記アクセス・ノードのカバレッジ・エリア内にノー
ドがあるかどうかを決定し、
　前記ノードがカバレッジ・エリア内にあるかどうかの前記決定に基づいて前記決定最大
送信電力値を調整する、
　ことを前記コンピュータにもたらすコードをさらに備える、請求項３１に記載のコンピ
ュータ・プログラム。
【請求項４０】
　前記アクセス・ノードは、同じ周波数領域上のフォワードおよびリバース・リンク送信
で時分割二重化をサポートする、
　請求項３２に記載のコンピュータ・プログラム。
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